
（様式1-２）新規評価シート 建設部

1

国庫 その他 県債 一般財源

歩道設置工（片側）　L=4,800m　W=2.5m

○現況自動車交通量：1,795台/日(H27センサス) 評価

○現況自転車歩行者交通量：現況交通量(歩行者・自転車)　H27.8 実測値 154人/日

○運動施設利用者(延べ人数)：12,642人(2016年度から2018年度平均)

○関連計画、重点施策との整合：第５次富士見町総合計画 評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八ヶ岳観光圏整備計画（山梨県、長野県、北杜市、富士見町、原村）

○事業期間：4年間(R1～R4） 評価

評価

○現況の歩道幅員：歩道なし

○事業情報の共有：関係者を中心に周知 評価

○地域の取り組み：積極的な取り組みがある(歩道設置に関わる研究会開催　計4回(産・官・学))

○地域の合意形成：事業目的について合意形成が図られている

○再評価・事後評価からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ：同種事業の結果を参考（事後評価7-5-6　関連事業との調整）

採択状況 総合評価

北緯：N 35°56′32″

東経：E 138°17′26″

広原(ひろはら)

事
業
概
要

事
業
目
的

当該道路は八ヶ岳山麓に位置しており、周辺には別荘地や運動施設が多数存在している観光道路である。また、八ヶ岳観光圏整備
推進協議会（山梨県、長野県、北杜市、富士見町、原村）において、周辺道路の遊歩道の整備や、地域が一体となって八ヶ岳山麓の
観光に資する事業を実施することが求められている。特に、本路線については、春から秋にかけて観光や部活動の合宿において歩
行者の利用が多いものの、歩道が未整備であるため、歩道を設置して使用者の安全性向上を図るものである。

しあわせ信州創造プラン2.0
における位置付け

4-4　生命・生活リスクの軽減
(交通安全対策の推進）

現況自動車交通量：1,795台/日（H27センサス）、現況自転車歩行者交通量：H27.8 実測値 154人/日

財源内訳（千円）

完成年度（見込み） 2022年度（令和4年度） 費用対効果 －

着手年度 2019年度（令和1年度） 事業期間 4年間

道路管理課

事
業
概
要
説
明
図
表

事業名 交通安全施設等整備事業 路河川名等 (一)富士見原茅野線

事業毎の通番 市町村名 富士見町 箇所名（ふりがな）

事業実施の
根拠法令等

社会資本整備重点計画法
交通安全施設等整備事業に関する法律

関連する事業、計画等
第５次富士見町総合計画
八ヶ岳観光圏整備計画（山梨県、長野県、北杜市、富士見町、原村）

保全対象・範囲
受益対象・範囲

沿線の陸上競技場利用者、観光客　他

事業費
（千円）

全体事業内容
（主な工種）

450,000 － 182,250 20,250247,500

Ａ

事
業
効
果

直接的効果
（定量的・定性的）

歩道利用者の安全確保、特に夏季における観光客や部活動の合宿での利用者の交通事故の減少が期待され
る。

間接的効果
（定量的・定性的）

通行車両の交通事故抑制
観光資源としての八ヶ岳高原全体の価値を向上

B

重要性

効率性

所管課の意見が妥当であると判断する。

Ａ

事業着手

特になし

技術管理室意見 事後・再評価からの
フィードバック

事後評価7-5-6　関連事業との調整を参考とし、沿道の民間施設と綿
密な協議をすることで、繁忙期と工事期間の調整や規制方法などを検
討

事業代表地点
の緯度経度

　⑦その他

○

所管課意見
事業の必要性、緊急性が高いほか、H30.3には八ヶ岳観光圏整備計画策定されるなど、重要性も認
められることから、事業実施が妥当であると判断する。

事業着手 評価監視委員会意見

　⑥地域活性化への
　　影響と配慮

安全で快適な歩道空間の整備により高地である特徴を活かした高原の活性化が図られる。

Ａ
　④他事業・
　　プロジェクトとの
　　整合、関連

　③事業説明等の経緯

　当該道路は、別名鉢巻道路と呼ばれる八ヶ岳山麓に位置する観光道路であり、周辺には別荘地や運動施設が
存在する。特に春から秋にかけて、歩行者の利用が多い。
　H21年8月に八ヶ岳観光圏整備推進協議会発足が発足し、H30年3月には山梨県、長野県、北杜市、富士見町、
原村が共同で八ヶ岳観光圏整備計画を立案した。B

　②地域からの要望経緯
　　及び地域の関わり

地元の地区（広原区）や運動施設関係者からも富士見町を通じて歩道設置の要望が毎年出されている。
本路線は、部活動の合宿において、沿線の陸上競技場と運動公園を結ぶジョキングロードとして継続的に利用さ
れている。

県の評価案 ― 評価の決定

評
価
の
視
点

必要性

H28.3月　第一回歩道設置に関わる研究会開催　　　 　H28.8月　第二回歩道設置に関わる研究会開催
H29.6月　第三回歩道設置に関わる研究会開催　　　　 R元.6月　第四回歩道設置に関わる研究会開催
（研究会参加者は、富士見町、周辺観光施設経営者、学校の部活動での利用者、諏訪建設事務所）

緊急性

○近年の交通事故件数：自動車事故発生　　1件　(H28)　人×自転車or自動車事故発生 1件(H27)

第5次富士見町総合計画（富士見町）
八ヶ岳観光圏整備計画（八ヶ岳観光圏整備推進協議会）
八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした地域づくりの推進（諏訪地域振興局）

計画熟度

　⑤自然環境・
　　生活環境への
　　影響と配慮

別荘地及び八ヶ岳高原の景観を損ねない修景について検討する。

B

事
業
周
辺
環
境

　①事業実施に至る
　　歴史的経緯・
　　社会的背景

スキー

陸上競技

立場運動

ペンションビ

事業箇所

標準横断図

状況写真

平面図

全体計画 L=4,800m W=2.5m

至 茅野市

位置図
7,750

6000車道 1000路肩750路肩

排水側溝

1:
1.
5

2500歩道

縁石

至 茅野市

至 山梨県

陸上競技



（様式1-２）新規評価シート 建設部

2

国庫 その他 県債 一般財源

交差点改良工　L=170ｍ

○現況自動車交通量：現況交通量：18,072台/日（H27センサス） 評価

○右（左）折交通量：右（左）折率20%以上かつ交通量200台/時

○関連計画、重点施策との整合：第2次安曇野市総合計画、安曇野市道路整備推進計画、 評価

　　　　　　　　農道歩道整備（松本地域振興局農地整備課）

○緊急輸送道路等の路線指定：緊急輸送道路として路線指定されていない

○事業期間：4年間(R1～R4） 評価

評価

○交差点：右（左）折レーンなし

○事業情報の共有：関係者を中心に周知 評価

○地域の取り組み：協力的である（安曇野市及び地元区から要望あり）

○地域の合意形成：事業目的について合意形成が図られている

○再評価・事後評価からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ：同種事業の結果を反映（事後評価7-5-6　関連事業との調整）

採択状況 総合評価

北緯：N 36°46' 18"

東経：E 138°19'  06"事業着手

　特になし

技術管理室意見 事後・再評価からの
フィードバック

事後評価　7-5-6　関連事業との調整を反映し、隣接するセブンイレブ
ンと事前に丁寧に調整し、工事時期や規制方法などを検討している。

事業代表地点
の緯度経度

　⑦その他

○

所管課意見
事業の必要性、効率性、緊急性が高いほか、安曇野市通学路交通安全プログラムの要対策箇所に
指定されており、事業実施が妥当であると判断する。

事業着手 評価監視委員会意見

　⑥地域活性化への
　　影響と配慮

評
価
の
視
点

必要性
Ａ

　①事業実施に至る
　　歴史的経緯・
　　社会的背景

Ａ
　④他事業・
　　プロジェクトとの
　　整合、関連

　③事業説明等の経緯

　特になし

　当路線は、広域農道及び松本環状高家線に接続する幹線道路に位置し、交通量が非常に多い。
　当該箇所は、平成27年の三郷小学校における通学路合同点検において要対策箇所となっている。

B

　②地域からの要望経緯
　　及び地域の関わり

　地元区から毎年要望が出ている。
　平成27年三郷小学校における通学路合同点検において要対策箇所となっている。

　H28測量実施に伴い、関係者へ事業について周知
　H30梓川土地改良区との用水路構造について調整

・第2次安曇野市総合計画　　　　・安曇野市道路整備推進計画
・安曇野市通学路交通安全プログラム　・農道歩道整備（松本地域振興局農地整備課）

　⑤自然環境・
　　生活環境への
　　影響と配慮

　交通量が多く、自動車の走行速度が高いため、工事期間中の交通規制の方法や時期において地元を含め十分
な調整を実施する必要がある。

B

事
業
周
辺
環
境

9,000110,000

Ａ

事
業
効
果

直接的効果
（定量的・定性的）

通行車両の交通事故の減少が期待される。
歩道利用者の安全確保、特に通学児童や高齢者の交通事故の減少が期待される。

間接的効果
（定量的・定性的）

通行車両の渋滞対策

Ａ

重要性

効率性

所管課の意見が妥当であると判断する。

緊急性

○近年の交通事故件数：人or自転車×自動車事故発生　　1件　(H28)

計画熟度

事業名 交通安全施設等整備事業 路河川名等 （一）中堀一日市場（停）線

事業毎の通番 市町村名 安曇野市 箇所名（ふりがな）

2019年度（令和1年度） 事業期間 4年間

道路管理課

事
業
概
要
説
明
図
表

事業実施の
根拠法令等

社会資本整備重点計画法
交通安全施設等整備事業に関する法律

関連する事業、計画等
第2次安曇野市総合計画、安曇野市道路整備推進計画
農道歩道整備（松本地域振興局農地整備課）、安曇野市通学路交通安全プログラム

保全対象・範囲
受益対象・範囲

三郷小学校、三郷中学校 通学者、安曇野市街地方面及び松本市方面 通勤者他　地元住民

事業費
（千円）

全体事業内容
（主な工種）

200,000 － 81,000

県の評価案 ― 評価の決定

住吉～楡（すみよし～にれ）

事
業
概
要

事
業
目
的

　当路線は、広域農道及び松本環状高家線に接続する幹線道路に位置し、交通量が非常に多いが、右折レーンがなく特に通勤時間
帯の渋滞が多い箇所である。また、交差点内での事故も多い箇所である。また、H27三郷小学校の合同点検において要対策箇所と
なっている。
　自動車交通の安全確保及び渋滞解消、通学児童の安全確保のため交差点改良工を実施するもの。

しあわせ信州創造プラン2.0
における位置付け

4-4　生命・生活リスクの軽減
(交通安全対策の推進）

現況自動車交通量：18,072台/日（H27センサス）、現況自転車歩行者交通量：5人/12h（H27センサス）

財源内訳（千円）

完成年度（見込み） 2022年度（令和4年度） 費用対効果 －

着手年度 住吉交差

至 大町市

至 松本市

①
セブン

イレブン

交差点改良工 L=170m

安曇野市道

松本地域振興局
農地整備課 施工中

（歩道整備）

至 大町市

位置図

①

平面図

計画箇所

状況写真



（様式1-２）新規評価シート 建設部

3

国庫 その他 県債 一般財源

歩道設置工　Ｌ＝150ｍ　W=2.5ｍ

○現況歩行者交通量：106人/日 評価

○目的地からの距離：500m未満（善光寺下駅から250ｍ）

○関連計画、重点施策との整合：第5次長野市総合計画、
長野市中心市街地活性化プラン 評価 区長会の

城山公園再整備事業（長野市）

○通学路等の指定：通学路に指定されている、又は観光マップに記載された観光ルートである

十字峡 H26～

○事業期間：３年間(R１～R３） 評価 H28～調査

評価

○現況の歩道幅員：歩道なし

○事業情報の共有：関係者を中心に周知 評価

○地域の取り組み：協力的である（地域住民や市町村から事業計画に対して要望あり）

○地域の合意形成：事業目的について合意形成が図られている

○再評価・事後評価からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ：同種事業の結果を反映（事後評価7-3-7地域との協働）

採択状況 総合評価

北緯：N 36°39′31″

東経：E 138°11′27″

事
業
概
要

事
業
目
的

　当箇所は城山小学校へ通学する児童の他、中学校、高校、大学へ通う学生、善光寺下から善光寺へ向かう観光客など、多くの
歩行者が通行している。また、狭隘路線であり歩道も未整備であるが、抜け道として利用されており自動車交通量も多く、歩行者が
危険にさらされている。以上により歩道を整備して歩行者の安全性の向上を図るもの。

しあわせ信州創造プラン2.0
における位置付け

4-4　生命・生活リスクの軽減
(交通安全対策の推進）

財源内訳（千円）

完成年度（見込み） 2021年度（令和3年度） 費用対効果 －

着手年度 2019年度（令和1年度）

保全対象・範囲
受益対象・範囲

3年間 事業費
（千円）

城山小学校　通学者　他
現況自動車交通量：9,658台/日、現況交通量(歩行者・自転車)106人/日

善光寺新町（ぜんこうじしんまち）

Ａ

道路管理課

事
業
概
要
説
明
図
表

事業名 交通安全施設等整備事業 路河川名等 （一）長野豊野線

事業毎の通番 市町村名 長野市 箇所名（ふりがな）

事業期間

事業実施の
根拠法令等

社会資本整備重点計画法
交通安全施設等整備事業に関する法律

関連する事業、計画等 第5次長野市総合計画、長野市中心市街地活性化プラン、城山公園再整備事業（長野市）

全体事業内容
（主な工種）

200,000 －

事
業
効
果

直接的効果
（定量的・定性的）

歩道利用者の安全確保、特に通学児童、観光客の交通事故の減少が期待される

間接的効果
（定量的・定性的）

通行車両の交通事故抑制

81,000 9,000110,000

事後評価7-3-7　地域との協働を反映させ、次期の善光寺御開帳に
向けて地元住民や長野市との協議しながら事業を進めていく。

事業代表地点
の緯度経度

　⑦その他

○

所管課意見
事業の必要性、緊急性が高いほか、地元住民を中心とした善光寺東参道活性化検討委員会により
積極的な取り組みがなされ計画熟度も高いため、事業の実施が妥当であると判断する。

事業着手 評価監視委員会意見

　⑥地域活性化への
　　影響と配慮

評
価
の
視
点

　④他事業・
　　プロジェクトとの
　　整合、関連

　③事業説明等の経緯

Ａ

Ｂ

事業着手

安全で快適な歩道空間が整備されることにより、東参道からの安全なアクセスが可能となることから、長野電鉄
を利用した善光寺へのアクセスが容易になる。

必要性
Ａ

当該箇所は善光寺下駅から城山小学校へ向かう児童の通学路となっているが、車道は狭小であり、かつ歩道も
ないため、歩行者が非常に危険な状態にある。過去にも車両と歩行者の接触事故が発生しており、歩道の整備
を要する状態にある。

Ｂ

　②地域からの要望経緯
　　及び地域の関わり

H24年度に東参道の活性化を目的に善光寺東参道活性化検討委員会が設立され、H26年11月、H27年11月、
H28年6月、H28年12月、H31年3月、R1年10月に本事業について、長野市を交え東参道活性化委員会と協議を
実施している。

重要性

効率性

　①事業実施に至る
　　歴史的経緯・
　　社会的背景

所管課の意見が妥当であると判断する。

県の評価案 ― 評価の決定

H28年6月　事業計画説明会
H28年12月　地元意見交換会
H31年3月　周辺みちづくり検討会
R1年10月　事業計画説明会

緊急性

○近年の交通事故件数：人or自転車×自動車事故発生　　2件　(H25、H28)

第5次長野市総合計画
長野市中心市街地活性化プラン
城山公園再整備事業（長野市）

計画熟度

　⑤自然環境・
　　生活環境への
　　影響と配慮

狭隘道路のため、工事期間中の通学児童等への影響が最小限になるよう工事計画を立案する。

Ａ

事
業
周
辺
環
境

特になし

技術管理室意見 事後・再評価からの
フィードバック
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（様式1-２）新規評価シート 建設部
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国庫 その他 県債 一般財源

自転車利用空間整備　L=350km

○現況自転車交通量：朝晩の自転車通学者が多い 評価

○目的地からの距離：500m未満（Japan Alps Cycling Road）

○関連計画、重点施策との整合：自転車活用推進計画（国）、大町市第5次総合計画、 評価

　　　　　　　長野県自転車活用推進計画

○自転車ネットワーク計画の指定：自転車ネットワーク計画に位置付けられている路線

○事業期間：3年間(令和２年度～令和４年度） 評価

○近年の交通事故件数：事故なし 評価

○安全で快適な自転車通行空間：通行空間なし

○事業情報の共有：関係者以外にも周知（市町村広報誌などを活用した参加者を限定しない事業説明会を実施） 評価

○地域の取り組み：積極的な取り組みがある

○地域の合意形成：事業目的について合意形成が図られている

○再評価・事後評価からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ：同種事業の結果を反映6-6-1-1　ソフト対策

採択状況 総合評価

所管課の意見が妥当であると判断する。 北緯：N 36°29’ 48"

東経：E 137°50’ 22"

道路管理課

事
業
概
要
説
明
図
表

事業名 交通安全施設等整備 路河川名等 （一）有明大町線ほか

事業毎の通番 市町村名 大町市 箇所名（ふりがな） Japan Alps Cycling Road（ジャパンアルプスサイクリングロード）

事
業
概
要

事
業
目
的

　近年、健康づくりや観光、自然にやさしい乗り物としての自転車が注目される中、「⾃転⾞活⽤推進法」が平成29 年５⽉１日に施⾏され、国による
自転車活用推進計画が平成30年6月に策定された。これを受け、県においても長野県自転車の安全で快適な利用に関する条例及び長野県自転車
活用推進計画が策定され、県における自転車の活用の推進に関する施策の方向性と、その具体化のための措置が定められた。
　その具体的な措置として、⻑野県１周ルート『Japan Alps Cycling Road』の整備を掲げており、既に取組がなされている北アルプス地域における
「北アルプス地域サイクリングモデルコース」が先行整備区間として定められていることから、当該路線の自転車利用空間を確保するものである。

しあわせ信州創造プラン2.0
における位置付け

3-2　世界を魅了するしあわせ観光地域づくり
（観光地域としての基盤づくり）
4-4　生命・生活リスクの軽減

（交通安全対策の推進）

事業実施の
根拠法令等

社会資本整備重点計画法
交通安全施設等整備事業に関する法律
自転車活用推進法
長野県自転車の安全で快適な利用に関する条例

関連する事業、計画等 自転車活用推進計画（国）、長野県自転車活用推進計画、大町市第5次総合計画

保全対象・範囲
受益対象・範囲

通勤・通学者　サイクリスト
現況自動車交通量：2,995台/日、現況自転車交通量76台/12ｈ（H27センサス）

財源内訳（千円）

完成年度（見込み） 2022年度（令和４年度） 費用対効果 －

着手年度 2020年度（令和２年度） 事業期間 3年間 事業費
（千円）

全体事業内容
（主な工種）

450,000 247,500 182,250 20,250

事
業
効
果

直接的効果
（定量的・定性的）

自転車利用者、歩行者の交通事故の減少が期待される。
車両交通の円滑化が期待される。
「Ｊａｐａｎ Ａｌｐｓ Ｃｙｃｌｉｎｇ」ブランドの構築。（自転車を活用した観光振興）

間接的効果
（定量的・定性的）

通行車両の交通事故抑制
「すべての人が自転車を安全に利用する信州」の実現。（⾃転⾞の利⽤に係る交通安全教育）
「人も自然も健康な信州」の実現。（健康増進、環境負荷の低減）

　③事業説明等の経緯

　H30.7　第1回　安全で快適な自転車利用のための検討連絡会議
　H30.9　自転車県民意見交換会（白馬村）、　第2回　安全で快適な自転車利用のための検討連絡会議
　H30.10　第3回　安全で快適な自転車利用のための検討連絡会議
　H31.1　第4回　安全で快適な自転車利用のための検討連絡会議
　H31.3　第5回　安全で快適な自転車利用のための検討連絡会議

緊急性

事
業
周
辺
環
境

　①事業実施に至る
　　歴史的経緯・
　　社会的背景

Ｂ
　④他事業・
　　プロジェクトとの
　　整合、関連

Ａ

　⑦その他

　・「自転車活用推進法」が平成29 年５⽉１日に施行。
　・国による自転車活用推進計画が平成30年6月に策定。
　・県において長野県自転車の安全で快適な利用に関する条例及び長野県自転車活用推進計画が平成31年3月に策定。
　・H31より交付金による重点支援がなされている。Ａ

長野県自転車活用推進計画において『Japan Alps Cycling Road』先⾏整備区画として位置付け　ほか
　②地域からの要望経緯
　　及び地域の関わり

　北アルプス地域においては、10年以上にわたり各種団体が様々なサイクリングイベントを開催している。近隣宿
泊施設をはじめ近隣住民もボランティアスタッフに加わるなど、サイクリングイベントが地域に定着しており、参加者
の交通安全意識も高くなってきているが、より安全で快適な自転車走行空間の整備が求められている。

　長野県自転車活用推進計画においてモデルルートとして位置づけられている。また、近年は様々な団体がモデ
ルルートを含んだサイクリングイベントを開催している。

計画熟度

　⑤自然環境・
　　生活環境への
　　影響と配慮

　自動車から自然にやさしい乗り物としての自転車の利用が促進されることで、自然環境へ負荷低減が見込まれ
る。また、通勤通学路としての利用が増えることにより、生活環境の向上が見込まれる。

Ａ

　⑥地域活性化への
　　影響と配慮

　長距離にわたるルートを統一感のあるサイン、安全で快適な自転車通行空間を整備をすることにより、ロングラ
イドを求めるサイクリストのさらなる誘客につながる。

Ａ

重要性

効率性
Ｂ

事業着手

所管課意見
　必要性が高く、国や県の自転車活用推進計画とも合致しており重要性が認められるほか、本路線を
含んだサイクリングイベントに対する地域の積極的な取り組みもあることから、計画熟度が高く、事業
の実施が必要である。

○

評
価
の
視
点

必要性

県の評価案 評価の決定

技術管理室意見 事後・再評価からの
フィードバック

　サイクリングイベントの主催者などから積極的に情報を収集し、整備
後の自転車通行空間の利用促進や地域活性化を図る。

事業代表地点
の緯度経度

事業着手 評価監視委員会意見 ―

Japan Alps Cycling Road
(ジャパン アルプス サイクリング ロード)
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なかつち

きたおたり

小谷村

みなみおたり

はくばおおいけ

はくば

やなば

青木湖

木崎湖

しなのおおまち

白馬村

松川村
池田町安曇野ちひろ美術館

国営アルプスあづみの公園
（大町）・松川地区

HAKUBA VALLY
鹿島槍スキー場

白馬さのさかスキー場

エイブル白馬五竜スキー場

白馬八方尾根スキー場

HAKUBA47スキー場

栂池高原スキー場

白馬コルチナスキー場

道の駅
ぽかぽかランド美麻

大町市

道の駅 白馬
（サイクルステーション）

ハーモ美術館
みずべ公園

諏訪湖博物館

岡谷湖畔公園

花岡公園

イルフ童画館

岡谷美術考古館

小さな絵本美術館

諏訪湖間欠泉センター

諏訪湖湖畔公園
片倉館

すわっこランド

原田泰治美術館
高島城

SUWAガラスの里

諏訪湖

諏訪市立城東小岡谷南高

岡谷市立岡谷田中小

岡谷市立湊小

諏訪市役所

諏訪清陵高

諏訪二葉高

諏訪市立諏訪中

諏訪実業高

かみすわ

おかや

しもすわ

岡谷JCT

岡谷市

諏訪市

下諏訪町

148

147

406

道の駅 安曇野松川
（サイクルステーション）

道の駅 池田
（サイクルステーション）

16

20

しののい

千曲市役所

戸倉上山田温泉

女沢公園
（サイクルステーション）

長野オリンピックスタジアム

松代城跡

川中島古戦場

ホワイトリンク

いまい

やしろ

いなりやま

ちくま

とぐら

さかき

長野市

千曲市

坂城町

長野IC

坂城IC

更埴JCT

更埴IC

千曲川緑地

やしろこうこうまえ

18

403

18

77

Mウェーブ

長野須坂東IC

旧サイクリングターミナル

58

185

50

北アルプス サイクリングモデルルート

諏訪湖周サイクリングロード
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（様式1-２）新規評価シート 建設部

5

国庫 その他 県債 一般財源

歩道設置工（片側）　L=275m　W=2.5m

○現況歩行者交通量：122人/日（行政区調べ） 評価

○目的地からの距離：500m未満（替佐駅400m、豊田小学校400m）

○関連計画、重点施策との整合：第2次中野市総合計画、中野市通学路交通安全プログラム 評価

　　　　　　　　H28.9中野市立小学校及び中学校適正規模等基本方針

○通学路等の指定：通学路交通安全プログラムに位置付けられている

○事業期間：７年間(R2～R8） 評価

評価

○現況の歩道幅員：歩道なし

○事業情報の共有：関係者を中心に周知 評価

○地域の取り組み：積極的な取り組みがある（一般国道117号改良促進長野県期成同盟会）

○地域の合意形成：合意形成が図られている（地権者の同意書有り）

○再評価・事後評価からのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ：同種事業の結果を参考（事後評価7-7-5-6関連事業との調整）

採択状況 総合評価

所管課の意見が妥当であると判断する。 北緯：N 36°46' 18"

東経：E 138°19'  06"

道路管理課

事
業
概
要
説
明
図
表

事業名 交通安全施設等整備 路河川名等 （国）１１７号

事業毎の通番 市町村名 中野市 箇所名（ふりがな） 替佐（かえさ）

事
業
概
要

事
業
目
的

　当路線は、長野市から飯山市を結ぶ長野県第二次緊急輸送道路の主要幹線道路であり、豊田地域から長野市への通勤車両の交
通量が多い。しかし、当区間は歩道中抜け区間となっており、豊井小学校に通う児童は迂回をしている状況であり、通学路の合同点
検においても要対策箇所となっている。また、令和３年には永田小学校と豊井小学校が合併し、今後、通学路の見直しも予定されて
いる。
　さらに、国道117号替佐～静間BPが平成28年10月21日に供用開始したことから、通行車両が増大し、地域住民からの安全対策要
望も高まってきた。以上により歩道整備を行って歩行者の安全を確保したい。

しあわせ信州創造プラン2.0
における位置付け

4-4　生命・生活リスクの軽減
(交通安全対策の推進）

事業実施の
根拠法令等

社会資本整備重点計画法
交通安全施設等整備事業に関する法律

関連する事業、計画等
第2次中野市総合計画、H28.9中野市立小学校及び中学校適正規模等基本方針
中野市交通安全プログラム要対策箇所

保全対象・範囲
受益対象・範囲

豊井小学校、豊田中学校 通学者、JR替佐駅 通勤者他　地元住民

現況自動車交通量：6,663台/日（H27センサス）、現況自転車歩行者交通量：28人/12h（H27センサス）

財源内訳（千円）

完成年度（見込み） 2026年度（令和８年度） 費用対効果 －

着手年度 2020年度（令和２年度） 事業期間 7年間 事業費
（千円）

全体事業内容
（主な工種）

300,000 － 121,500 13,500165,000

事
業
効
果

直接的効果
（定量的・定性的）

歩道利用者の安全確保、特に通学児童や高齢者の交通事故の減少が期待される

間接的効果
（定量的・定性的）

通行車両の交通事故抑制

C

　③事業説明等の経緯
H27.11月　地元説明会で計画説明。
H28.5月　地権者のみで計画説明。

緊急性

○近年の交通事故件数：人or自転車×自動車事故発生　　1件　(H29) 事
業
周
辺
環
境

　①事業実施に至る
　　歴史的経緯・
　　社会的背景

Ａ
　④他事業・
　　プロジェクトとの
　　整合、関連

Ａ

第2次中野市総合計画
令和３年４月からの永田小学校と豊井小学校の合併に伴い通学路の見直し

計画熟度

所管課意見

　当該箇所が中野市通学路交通安全プログラムの要対策箇所に指定されているなど重要性が高い
ほか、小学校の合併に伴う歩行者交通量の増加が見込まれている。また、一般国道117号改良促進
長野県期成同盟が組織されており地域の取り組み状況などの計画熟度も高いことから、事業の実施
が必要である。

○

評
価
の
視
点

必要性

技術管理室意見

効率性

重要性

Ａ

　⑦その他

当箇所は、豊田小学校、豊田中学校の通学路となる予定であり、ＪＲ替佐駅への歩行者も多いが、歩道がなく危険
な状況。
国道117号替佐～静間BPが平成28年10月21日に供用開始し、通行車両の増大。
計画区間で平成29年に事故が2件発生している。Ａ

事業着手

特になし

事後・再評価からの
フィードバック

　小学校の統合に伴う通学路の変更が見込まれる中、早期に効果が
発揮できる箇所を先行して事業を実施する予定である。

事業代表地点
の緯度経度

　⑤自然環境・
　　生活環境への
　　影響と配慮

特になし

Ａ

　⑥地域活性化への
　　影響と配慮

特になし

　②地域からの要望経緯
　　及び地域の関わり

毎年、期成同盟会総会が開催され事業内容等を報告。建設部長要望あり。
地元の地区（替佐区）からも中野市を通じて歩道設置の要望が出されている。
平成27年３月交通安全プログラム策定。
平成30年12月豊田地域小学校統合準備委員会歩道設置要望箇所。

事業着手 評価監視委員会意見 ―県の評価案 評価の決定

標準横断図

状況写真

平面図

歩道リメイク整備区間

全体計画 L=275m W=2.5m

合併後通学路予定

現時点通学路

歩道橋

至

豊田小学校

豊田中学校

至 豊井小学校

計画箇所

位置図

現況 8.5m

1.0m 6.5m 1.0m

2.5m


